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(57)【要約】
【課題】シンプルな操作でショートカットキアイコンの
登録ができるショートカットアイコン登録方法を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】ショートカット登録領域のアイコンを操作
することにより当該アイコンに対応して記憶された装置
動作状態を再現するショートカット機能におけるアイコ
ン登録方法であって、装置動作状態が記憶されていない
空アイコン（５１４）の操作により、該操作時点におけ
る装置動作状態が該アイコンに対応して記憶され、装置
動作状態が記憶されている実アイコン（５１１）の操作
により、該アイコンに対応して記憶された装置動作状態
を再現することを特徴とする。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ショートカット登録領域のアイコンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶
された装置動作状態を再現するショートカット機能におけるアイコン登録方法であって、
　装置動作状態が記憶されていない空アイコンの操作により、該操作時点における装置動
作状態が該アイコンに対応して記憶され、
　装置動作状態が記憶されている実アイコンの操作により、該アイコンに対応して記憶さ
れた装置動作状態を再現することを特徴とするショートカットアイコン登録方法。
【請求項２】
　ショートカット登録領域のアイコンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶
された装置動作状態を再現するショートカット機能におけるアイコン登録方法であって、
　アイコン登録開始操作後における装置動作状態が記憶されていない空アイコンの操作に
より、該操作時点における装置動作状態が該アイコンに対応して記憶され、
　アイコン登録開始操作後における装置動作状態が記憶されている実アイコンの操作によ
り、該操作時点における装置動作状態が該アイコンに対応して更新記憶されることを特徴
とするショートカットアイコン登録方法。
【請求項３】
　ショートカット登録領域のアイコンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶
された装置動作状態を再現するショートカット機能におけるアイコン登録方法であって、
　操作ボタン領域外からの、ショートカット登録領域へのドラッグ操作により、ショート
カット登録領域にアイコンが表示されると共に、該操作時点における装置動作状態がアイ
コンに対応して記憶されることを特徴とするショートカットアイコン登録方法。
【請求項４】
　前記ショートカット登録領域から、該ショートカット登録領域外へのドラッグ操作によ
り、該アイコンに対する装置動作状態の記憶が消去されることを特徴とする請求項１、請
求項２、または請求項３記載のショートカットアイコン登録方法。
【請求項５】
　アイコンに対応付けられて記憶された装置動作状態に基づく画像が該アイコンに関連付
けて表示することを特徴とする請求項１、請求項２、請求項３、または請求項４記載のシ
ョートカットアイコン登録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ショートカット登録方法に関し、特に、車載表示装置のショートカットアイ
コン登録方法に関し、表示装置に表示した表示内容を変更するためのショートカットアイ
コンを選択し、表示画面上に設定することが可能なショートカットアイコン登録方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子機器の多機能化に伴い、操作ボタンも増加傾向にある。特に、車載表示装置
の場合は、前面部に確保できる面積に制限があり、そこにディスプレイと操作ボタンを配
置しなければならない。そのため、操作ボタンのサイズが小さくなったり、ディスプレイ
のサイズが小さくなったりする。また車載装置では、安全運転を確保するために、「見や
すいディスプレイ」、「シンプルな操作」が求められている。
【０００３】
　そこで、操作ボタンを大きなサイズとするために、操作ボタンの配置数を少なくしつつ
も、その少ない操作ボタンを有効活用できるように、ユーザが頻繁に使用する機能を簡便
に呼び出せるようにショートカットキーとして設定する技術が知らせている（特許文献１
）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１３２７４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような技術においては、操作ボタンを大きなサイズとするので「見
やすいディスプレイ」は実現できるが、「シンプルな操作」については実現できていない
。具体的には、従来技術のようなショートカットの設定では、設定するアイコンを選択す
る第１の画面と、選択されたアイコンにショートカットを設定する第２の画面とを遷移す
る必要があり、ショートカットの設定に煩雑な操作が要求されるとの問題がある。特に、
音響装置においては、音源の種類や楽曲記録曲数が多くなっており、便利な操作が望まれ
ている。
【０００６】
　そこで、本発明は、シンプルな操作で、表示画面に表示された楽曲又は映像に対応する
ショートカットアイコンの登録ができるショートカットアイコン登録方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るショートカットアイコン登録方法では、ショートカット登録領域のアイコ
ンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶された装置動作状態を再現するショ
ートカット機能におけるアイコン登録方法であって、装置動作状態が記憶されていない空
アイコンの操作により、該操作時点における装置動作状態が該アイコンに対応して記憶さ
れ、装置動作状態が記憶されている実アイコンの操作により、該アイコンに対応して記憶
された装置動作状態を再現することを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係るショートカットアイコン登録方法では、ショートカット登録領域のアイコ
ンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶された装置動作状態を再現するショ
ートカット機能におけるアイコン登録方法であって、アイコン登録開始操作後における装
置動作状態が記憶されていない空アイコンの操作により、該操作時点における装置動作状
態が該アイコンに対応して記憶され、アイコン登録開始操作後における装置動作状態が記
憶されている実アイコンの操作により、該操作時点における装置動作状態が該アイコンに
対応して更新記憶されることを特徴とする。
　また、本発明に係るショートカットアイコン登録方法では、ショートカット登録領域の
アイコンを操作することにより当該アイコンに対応して記憶された装置動作状態を再現す
るショートカット機能におけるアイコン登録方法であって、操作ボタン領域外からの、シ
ョートカット登録領域へのドラッグ操作により、ショートカット登録領域にアイコンが表
示されると共に、該操作時点における装置動作状態がアイコンに対応して記憶されること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係るショートカットアイコン登録方法においては、表示画面上の上位階層、下
位階層を備えたメニューの各階層のメニューを個別に選択することが可能なメニューの選
択において、下位階層のメニューに対して簡単な操作により、表示画面に表示された楽曲
又は映像に対応するショートカットアイコンを登録することが可能となった。特に、車両
の運転中でのショートカットアイコンの登録を少ない操作で実現できるという優れた効果
を奏することが可能となった。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】表示装置を含む車載装置１０の概略構成図である。
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【図２】表示画面の遷移図である。
【図３】表示画面の遷移図である。
【図４】表示画面の遷移図である。
【図５】操作画面を生成するための処理フローの一例である。
【図６】操作画面を生成するための処理フローの一例である。
【図７】表示設定メモリの一例である。
【図８】ロータリースイッチの一例である。
【図９】空アイコンによるショートカット登録処理の遷移図である。
【図１０】空アイコンによるショートカット登録処理の遷移図である。
【図１１】空アイコンによるショートカット登録処理フローの一例である。
【図１２】登録操作アイコンによるショートカット登録処理の遷移図である。
【図１３】登録操作アイコンによるショートカット登録処理フローの一例である。
【図１４】空アイコンにショートカットとして登録される選択経路の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下図面を参照して、本発明に係る音響装置について説明する。但し、本発明の技術的
範囲はそれらの実施の形態に限定されず、特許請求の範囲に記載された発明とその均等物
に及ぶ点に留意されたい。
【００１２】
　図１は、表示装置を有する車載装置（オーディオ・ビジュアル・ナビゲーション一体機
）１０の概略構成図である。
【００１３】
　図１において、１００は制御部、１０１はＣＤ／ＭＤ再生部、１０２はラジオ受信部（
ＡＭ，ＦＭ）、１０３はＴＶ受信部、１０４はＤＶＤ再生部、１０５はＨＤ（Hard Disk
）再生部、１０６はナビゲーション部、１０７は分配回路、１０８は画像調整回路、１１
０は音声調整回路、１１１は画像出力部、１１２はＶＩＣＳ情報受信部、１１３はＧＰＳ
情報受信部、１１４はセレクタ、１１５は操作部、１１６はリモコン送受信部、１１７は
リモコン、１１８はメモリ、１１９は外部音声／映像入力部、１２０はカメラ、１２１は
ＵＳＢ接続部、１２２は外部接続機器、１２３は通信ユニット、１２４はＵＳＢ接続によ
り音楽データ（デジタル）等の転送が可能な携帯型デジタル音楽再生機、例として本実施
例ではｉＰｏｄ（登録商標）、１２６は音声発生回路、１２８はマイクである。
【００１４】
　制御部１００は、車載装置内の各部や各回路を統括的に制御しているＣＰＵを備え、車
載装置の動作に必要な各種のプログラムを保持するＲＯＭからなるプログラム記憶部と、
各種のデータを保持するＲＡＭからなるデータ記憶部とを、有している。なお、ＲＯＭ及
びＲＡＭ等は、ＣＰＵに内蔵されたものでも、外部に設けたものでも使用することが可能
であり（外部メモリ１１８）、ＲＯＭはフラッシュメモリのように電気的に書き換え可能
な不揮発性メモリでもよい。
【００１５】
　制御部１００は、分配回路１０７を介して、各種ソース（ＣＤ／ＭＤ再生部１０１、ラ
ジオ受信部１０２（ＡＭ，ＦＭ）、ＴＶ受信部１０３、ＤＶＤ再生部１０４、ＨＤ再生部
１０５及びナビゲーション部１０６）からの画像データを画像調整部１０８へ、各種ソー
スからの音声データを音声調整回路１１０へそれぞれ分配する。画像調整回路１０８では
、輝度や色調、コントラストなどが調整され、調整された各画像データを画像出力部１１
１にて、表示部１３０に表示させる。また音声調整回路１１０では各スピーカへの分配や
音量、音声が調整され、調整された音声が、スピーカ１４０から出力される。
【００１６】
　また、ソースとしては、ｉＰｏｄ（登録商標）１２４、外部接続機器１２２又はダウン
ロードしたアプリケーションを用いることもできる。ｉＰｏｄ（登録商標）１２４は、Ｕ
ＳＢ接続部を介して制御部に接続される。
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【００１７】
　ＴＶ受信部１０３は、アンテナからセレクタ１１４を介して、アナログＴＶ放送波及び
デジタルＴＶ放送波を受信する。
【００１８】
　ＨＤ再生部１０５が含むハードディスク（ＨＤ）には、ＭＰ３ファイル等の音楽データ
やＪＰＥＧファイル等の画像データ、ナビゲーション用の地図データ等や、各種データを
選択するためのメニュー画面例等を記録することが可能に構成されている。ＨＤ再生部１
０５は、ＨＤに記録された各種データを分配回路１０７へ出力するように構成されている
。
【００１９】
　ナビゲーション部１０６は、ナビゲーションの為に利用される地図情報を記憶した地図
情報記憶部を備え、ＶＩＣＳ（登録商標）情報受信部１１２、ＧＰＳ情報受信部１１３か
ら情報を入手し、ナビゲーション動作の為の画像を作成し、表示部１３０に表示させるこ
とができる。
【００２０】
　ユーザは、上記各種ソースのコントロール及び音声入力／再生等を、表示部１３０の表
面に取り付けられているタッチパネル１３３や表示部１３０の周囲に設けられた操作部１
１５、もしくはマイク１２８を介した音声認識等の入力操作によって行うことができる。
また、ユーザは、リモコン送受信部１１６を介して、リモコン１１７により入力もしくは
選択操作をしてもよい。
【００２１】
　制御部１００は、外部音声／画像入力部１１９に接続された、例えば、前方及び／又は
後方監視用のカメラ１２０からの画像を表示部１３０に表示するように構成されている。
　なお、監視用カメラ１２０以外に、ビデオカメラ及びゲーム機等を外部音声／画像入力
部１１９に接続し、表示部１３０で各種画像を表示するようにしても良い。
【００２２】
　通信ユニット１２３は、例えば、Bluetooth（登録商標）用の接続ユニットであって、
携帯電話と無線接続する為に利用される。事前の設定により、携帯電話のハンズフリー機
能（直接、携帯電話を操作することなく、電話をかける及び電話を受ける動作）を実行す
ることが可能となる。この場合、制御部１００は、ユーザによる音声入力をマイク１２８
を介して行い、発呼者からの音声をスピーカ１４０から出力するように制御する。
【００２３】
　音声発生回路１２６は、制御部１００の内蔵メモリ、ＨＤ及び／又はメモリ１１８等に
予め記録されている制御データに応じた音声を発生させ、音声調整回路１１０を介して、
スピーカ１４０から出力するように構成されている。
【００２４】
　表示部１３０は、バックライト１３１、液晶パネル１３２及びタッチパネル１３３から
構成される。液晶パネル１３２上に表示される各種制御ボタンとタッチパネル１３３が連
動することによって、タッチパネル１３３を利用して様々な制御入力を行うことが可能で
あるように構成されている。なお、液晶パネル１３２の代わりに、液晶パネル以外のフラ
ットパネルディスレイ、例えば有機ＥＬディスプレイパネル、プラズマディスプレイパネ
ル、冷陰極フラットパネルディスプレイ等を用いることもできる。
【００２５】
　図１に示した画像データ及び音声データの再生表示を行う車載装置１０は本発明の特徴
を有する装置の一例であって、これに限定されるものではない。画像データ及び音声デー
タの再生表示を行うための車載装置１０としては、少なくとも、制御部１００、メモリ１
１８、各種ソース（ＣＤ／ＭＤ再生部１０１、ラジオ受信部１０２（ＡＭ，ＦＭ）、ＴＶ
受信部１０３、ＤＶＤ再生部１０４、ＨＤ再生部１０５及びナビゲーション部１０６、ｉ
Ｐｏｄ（登録商標）１２４、外部接続機器１２２等で、これらに限らない）のいずれか、
表示部１３０及びスピーカ１４０に対応する要素を有していれば良く、他の構成は必ずし
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も必要ではない。なお、ｉＰｏｄ（登録商標）１２４を接続するためには、ＵＳＢ接続ケ
ーブルが必要である。また、本発明に係る車載装置は、一般のナビゲーション装置に表示
部１３０及びスピーカ１４０に対応する要素を装着することにより実施できる場合も考え
られる。
【００２６】
　［タッチパネルによる操作］
　最初に、タッチパネル（ＴＰ）１３３（図１参照）の操作について説明する。尚、タッ
チパネル入力の基本的動作は、装置の動作・操作状態に応じてタッチパネル画面に操作ボ
タンやリストが表示され、それらの操作表示領域を指等により押圧（接触）することによ
り、該当の動作が行なわれることになるものである。通常状態で表示画面には、同階層（
説明を分かり易くするために、この階層をＢ階層とし、その上位階層をＡ階層、下位階層
を順次Ｃ・Ｄ・Ｅ・・と表す）の複数のメニュー項目が表示されたメニューが表示される
。表示画面に表示されたメニューにおけるメニュー項目を押圧して選択すると、そのメニ
ュー項目は選択された状態となる。その後、押圧して選択された状態で、メニュー項目か
ら離脱すること（リリース（Ｒ））、すなわち、押圧状態を解除することにより、押圧さ
れていたメニュー項目は選択確定状態となり、装置は対応した動作を行ないユーザ操作に
対応した状態となる。
【００２７】
　また、表示画面に表示されたあるメニュー項目を押圧して選択すると、そのメニュー項
目の隣に選択しているメニュー項目を下位階層として含む上位階層（Ａ階層）のメニュー
項目（Ｂ階層選択機能）が表示される。Ｂ階層選択機能項目は、Ｂ階層メニュー項目から
スライドして出現するような表示が行われる。そして、好ましくは、Ｂ階層選択機能項目
にＢ階層のメニュー項目から項目を選択する操作である旨を示唆する表記を行なう。これ
らにより、ユーザに対して、Ｂ階層選択機能項目には選択状態にあったメニュー項目（Ｂ
階層）と同階層（Ｂ階層）のメニュー項目から項目を選択する操作画面に移行するとの認
識を与えることができ、直感的に分かりやすいＵＩを提供できる。
【００２８】
　そして、メニュー項目を押圧して選択した状態で、メニューの隣に表示されるＢ階層選
択機能項目方向に接触したまま（押圧したまま）スライドさせ、Ｂ階層選択機能項目に押
圧位置を移動させてから離脱する（フリック・リリース（Ｆ・Ｒ））、すなわち、Ｂ階層
選択機能項目に対する押圧状態を解除する。すると、初めに押圧したメニューにおけるメ
ニュー項目の表示がＢ階層選択機能項目を示唆するＢ階層選択機能表示に置き換わり、こ
の上位選択操作メニュー項目の隣にＢ階層のメニュー項目リストが表示された、Ｂ階層の
メニュー項目選択画面（Ｂ階層メニュー画面）となる。そして、この状態でＢ階層のメニ
ュー項目を押圧し所望のメニュー項目位置で離脱することにより、当該メニュー項目の選
択が確定されて該当する動作が実行される。また、初めに押圧した機能メニューにおける
メニュー項目の表示が、この選択確定したメニュー項目を示唆する表示となる。
【００２９】
　従って、メニュー項目の表示領域を追加することなく、この選択確定したメニュー項目
は表示され、直ぐに選択確定操作できる状態となっているので、この選択確定したメニュ
ー項目を再度選択操作する場合、シンプルな操作となる。また、新たなメニュー項目を追
加して表示することがなくなるため、表示領域の有効活用が図られる。尚、最も間近に選
択された項目は、同じメニュー内に表示される項目の内では再度選択される可能性が高い
ため、効果的である。
【００３０】
　なお、本実施形態では、機能メニューの表示をソースという表示に置き換える構成を記
載したが、それに限定されず、機能メニューの選択によって出現するサブメニューの項目
が選択された場合に、機能メニューが表示されている領域の表示を選択された項目の表示
に置き換える構成であればよい。
【００３１】
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　次に上述で説明した動作に関して、より理解し易くするために具体的状態遷移例を用い
て説明する。図２，３，４は、画面の遷移状態を示す図である。また、本例では車載装置
１０は、ナビゲーション動作における地図表示中で、またオーディオ再生はＦＭラジオを
受信再生中の状態となっている。表示画面のメニューについて、タッチパネル１３３を用
いて機能メニューを選択する場合の機能メニューの選択手順について、図２～図４の表示
画面の遷移図及び図５の電源がＯＮとなった後の表示画面の生成のための処理フローを参
照して説明する。
【００３２】
　まず、通常動作状態においては、画面左側に操作メニュー２００が表示されている。本
例ではメニュー項目として、自車位置が地図上の所定位置（中央やや下の位置）になるよ
うに地図を移動する「現在地」、目的地を設定する操作画面に移行する「目的地」、ＦＭ
放送受信状態にすると共にＦＭ放送受信操作画面に移行する「ＦＭ」、車両の各種装備（
例えばエアコン）の操作画面に移行する「車両」、インターネット等を利用して各種情報
を取得する情報機能の操作画面に移行する「情報」、電話操作を行なうための「電話」、
車載装置１０の各種設定、自宅位置の登録、通信設定、ユーザ情報の登録等を行なう操作
画面に移行する「設定・編集」が、操作ボタン形態で連なり表示されている。
【００３３】
　尚、図面イメージに合致させて説明を分かり易くするために、以降、メニュー項目の操
作領域をボタン、例えば「ＦＭ」ボタンとして表記する。また、画面右側にはショートカ
ットボタンの表示領域が表示され、このショートカットボタンの表示領域には複数の操作
を組み合わせた操作群を単一操作で行なわせるショートカットボタンが複数表示できるよ
うになっている。
【００３４】
　本例の状態では、ＦＭ放送受信再生状態であるためオーディオ・ビジュアル（ＡＶ）系
ソースの最新の選択ソースである「ＦＭ」ボタンが表示されている。尚、この領域はＡＶ
系のソースボタンが配置される領域であって、例えば最新の選択ソースがＤＶＤであれば
「ＤＶＤ」が表示される。また、再生停止状態であっても、停止前の再生ソースが表示さ
れることになる。尚、このような最新（停止前の状態）の選択状態や動作状態ことを、以
降ラストモードと称する。
【００３５】
　この状態で、画面中央部の地図画面を押圧すると、一定時間画面の全領域が地図表示と
なり、地図に関する操作が行なわない状態が所定時間継続した場合にメニュー２００を有
する図２（ａ）の通常画面に戻る。
【００３６】
　また、「ＦＭ」ボタン２０３を押圧すると、「ＦＭ」ボタン２０３は選択された状態と
なり（２０３－２）、その表示色が反転する。さらに、その隣（右側）に、ＡＶ系のソー
スを選択するためのソース選択画面に移行する「ソース」ボタン２０１が表示される。「
ＦＭ」ボタン２０３選択状態で「ＦＭ」ボタン２０３に対する押圧状態を解除すると「Ｆ
Ｍ」ボタン２０３に対する操作が確定され、ＦＭ放送受信の操作画面が表示される。
【００３７】
　尚、ＦＭ放送受信状態で無かった場合は、ＦＭ放送受信が開始される。一方、「ＦＭ」
ボタン２０３の押圧状態を維持したまま「ソース」ボタン２０１の方向へスライドさせる
と、「ソース」ボタン２０１が選択状態となりその表示色が反転する（図２（ｃ））。そ
の後「ソース」ボタン２０１位置で押圧を解除すると、「ソース」ボタン２０１に該当す
る動作、つまりここではソース選択画面が表示される（図２（ｄ））。ソース選択画面は
、ＡＶ系ソースの選択操作領域に「ソース」ボタン２０１が表示され、その隣に各種ソー
スのリスト、ここではＡＭ放送受信再生の「ＡＭ」ボタン、「ＦＭ」ボタン、ｉＰｏｄ（
登録商標）等のメモリオーディオ再生の「ＭＡＵ（メモリオーディオ）」ボタン、ＴＶ放
送再生の「ＴＶ」ボタンが表示される。
【００３８】
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　このソース選択画面において、例えば、「ＭＡＵ」ボタンを押圧するとメモリオーディ
オの機能が選択され（２０４－２）、「ＭＡＵ」ボタンの表示色が反転する。そして「Ｍ
ＡＵ」ボタンの位置でその押圧状態を解除すると、メモリオーディオの機能が実行され（
図３（ｅ））、メモリオーディオにおけるラストモードの再生状態（停止前の曲再生状態
）となる。尚、前回と異なったメモリオーディオが接続された場合（内蔵のメモリが交換
された場合等も含む）は、第１曲目が再生されることになる。そして、表示画面において
は、ＡＶ系ソースボタン配置位置に、最新の選択状態にある「ＭＡＵ」ボタンに表示が変
更され、最新の選択状態にあるソースが変更されるまでは、通常表示における「ＭＡＵ」
ボタン表示が維持される。
【００３９】
　この「ＭＡＵ」ボタン表示状態において、上述の「ＦＭ」ボタン表示状態における操作
と同様の操作を行なうと、「ＦＭ」ボタンの操作と同様に図３（ｅ）～（ｈ）に示すよう
な状態遷移となる。また、「ＭＡＵ」ボタン表示状態において、「ＭＡＵ」ボタンを押圧
した状態から「ＭＡＵ」ボタンに対する押圧状態を解除すると、「ＭＡＵ」ボタンに対す
る操作が確定され、ＭＡＵの操作画面が表示される。尚、ＭＡＵの操作画面は、ＭＡＵの
操作が無い状態が所定時間継続すると、通常画面に戻る。また、ＭＡＵ再生状態で無かっ
た場合は、ＭＡＵ再生がラストモードで開始される。
【００４０】
　ＭＡＵの操作画面は、図４（ｉ）に示すような画面で、画面左端領域に選曲メニューが
表示される。選曲メニューは、ユーザが選曲し登録したリストに基づき再生する「プレイ
リスト」ボタン、アーティストに基づき楽曲を検索し選曲する「アーティスト」ボタン、
アルバム名（ＣＤ等のディスクタイトル）に基づき楽曲を検索し選曲する「アルバム」ボ
タン、曲名に基づき楽曲を検索し選曲する「楽曲」ボタン等のボタン（メニュー項目）を
有する。
【００４１】
　そして、例えば、このＭＡＵの操作画面（選曲メニューが表示状態）において、プレイ
リストを押圧操作すると、その下位階層であるユーザにより登録されたプレイリストの名
称リスト（プレイリスト名称ボタン）が表示され、さらにプレイリスト名称ボタンを押圧
操作すると当該プレイリストに登録された楽曲名リスト（楽曲名ボタン）が表示される。
尚、プレイリスト名称ボタンの押圧により、ラストモードで当該プレイリストの登録曲の
再生が開始される。さらに、楽曲名ボタンを押圧操作すると当該楽曲の再生が開始され、
その後プレイリストに記憶された順番で各楽曲が再生される。
【００４２】
　また、各リストの表示状態において右方向へのフリック操作（押圧状態を維持しながら
左方向に移動しながら離脱する）を行なうと、表示リストの内の最下位階層のリストの表
示が消去される。尚、下位階層のリストが表示されていても、上位階層のボタンを押圧操
作することも可能で、その場合には操作したボタンに対応した動作、例えばそのボタンに
対応する下位階層のリストの表示状態となる動作が行なわれることとなる。
【００４３】
　尚、メニュー２００には、操作ボタン（メニュー項目）の変更が可能な操作ボタン領域
と、その変更ができない操作ボタン領域がある。例えば、当該項目に下位階層が無い項目
や、同階層の他メニューが無い（設定されていない）項目、例えば「現在地」ボタンは項
目の変更ができない操作ボタン（メニュー項目）であり、「目的地」ボタンは下位階層に
「施設名」（施設名で目的地を検索）、「住所」（住所で目的地を検索）、「電話番号」
（電話番号で目的地を検索）等が考えられる項目の変更できる操作ボタンである。尚、こ
れらは設計時に適宜設定されるもので、「目的地」ボタンを変更できない操作ボタンとし
て設定することも可能である。また、ユーザが設定操作により、これらの設定を行なえる
ようにしても良い。
【００４４】
　図７は、上述の操作ボタンの表示を行なうための、表示設定メモリの一例を示す図であ
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る。表示設定メモリには、通常動作状態においてボタン表示を行なう可能性のあるメニュ
ー項目（「ソース」）と対応づけて、その上位階層（ＡＶ系，目的地）データ「カテゴリ
」、メニュー項目（ソース）選択時のリスト表示位置を示すデータ「リスト位置データ」
、通常動作状態におけるボタン表示の画像データ「ボタン画像１」、メニュー項目（ソー
ス）選択時のリスト表示画像を示す画像データ「ボタン画像２」、通常動作状態において
ボタン表示を行なうか否かを示すデータ「表示有無」が記憶され、固定化されたデータ以
外は必要に応じてデータが追加・更新される。
【００４５】
　例えば、「ＭＡＵ」を通常動作状態においてボタン表示を行なう場合には、ソース「Ｍ
ＡＵ」における表示有無を「０」から「１」に更新する。そして、通常動作状態において
ボタン表示を行なう場合は、表示有無が「１」のソースを選択し、そのソースに該当する
「カテゴリ」の表示領域に「ボタン画像１」の画像データに基づき画像を表示する。また
、「ソース」の選択場面、つまり「ソース」のリスト（各ソースボタンのリスト表示）を
表示する。
【００４６】
　本例では、例えばＦＭに関しては、通常動作状態において「ＡＶ系」の表示領域に「Ｆ
Ｍ画１」の画像を表示し、「ソース」の選択場面では、「Ａ１－２」の表示位置に「ＦＭ
画２」の画像を表示する。
【００４７】
　また、本実施形態では、通常動作状態における操作ボタンに対する押圧状態をそのまま
解除するか、メニュー項目に対応するメニューリスト方向（右方向）に押圧状態を維持し
たままスライドさせて解除するかによって選択される項目が異なる処理を記載したが、こ
れに限定されることなく、他の実施形態として、通常動作状態における操作ボタンを押圧
することで該当のメニューリストを出現させ、操作ボタンに対する押圧状態を一旦解除し
た後に再度当該操作ボタンを押圧したら、その操作ボタンに該当する機能を実行させ、操
作ボタンに対する押圧状態を一旦解除した後にメニューリストのメニュー項目（操作ボタ
ン）を押圧し、その押圧状態をそのまま解除するか、もしくは押圧状態を維持したまま表
示部の中央方向にスライドさせることによって、ソース選択機能の選択を確定し、ソース
選択画面を表示させる構成であってもよい。
【００４８】
　このように、通常動作状態における操作ボタンの表示に関して、直前に実行された機能
のメニュー項目を選択可能に表示することによって、例えば、再度メモリオーディオの機
能を実行させたい場合は、メニューのメニュー項目としてすでに表示されている「ＭＡＵ
」操作ボタンを選択操作するだけで実行できるため、メモリオーディオの機能を実行させ
るたびにソース選択画面を出現させて選択するといった煩雑な操作を行う必要がなくなり
、ユーザにシンプルな操作を提供できる。
【００４９】
　次に、ｉＰｏｄ（登録商標）の機能の実行が決定されると、ｉＰｏｄ（登録商標）の機
能の実行に必要なメニューが表示される。具体的には、再生データ検索画面が表示される
。ｉＰｏｄ（登録商標）は、再生データとして音楽データや動画データ等を記憶媒体に格
納している。再生データ検索画面の項目としては、例えば、音楽データを再生する順序が
登録されているプレイリスト２１１－２、音楽データをアーティスト名から検索するアー
ティスト２１２、音楽データをアルバム名から検索するアルバム２１３、音楽データを曲
名から検索する曲２１４等がある。そして、再生データ検索画面の項目のいずれか一つ、
例えば、プレイリスト２１１－２を押圧すると、プレイリスト２１１－２は選択された状
態（アクティブ状態）となり、その隣（右側）にサブメニューとして選択可能なアルバム
リストを含んでアルバム選択画面が表示される（図４（ｉ））。
【００５０】
　ここで、本実施形態では、再生データ検索画面の項目のいずれか一つが押圧された場合
に、その項目を選択された状態にするという構成を記載したが、これに限定されず、他の
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実施形態として、ｉＰｏｄ（登録商標）の機能の実行が決定されたら、再生データ検索画
面の項目のいずれか一つが既に（自動で）選択された状態で表示されるような構成であっ
てもよい。この場合、既に（自動で）選択された項目としては、再生データ検索画面の項
目の最上位に表示される項目であってもよいし、前回の実行で選択された項目であっても
よいし、ユーザがよく利用する項目であってもよい。
【００５１】
　次に、具体的操作例で説明する。アルバム選択画面に表示されたアルバムリストのうち
の一つ、例えば、ドライブソング２２２を押圧すると、ドライブソング２２２は選択され
た状態（アクティブ状態：反転色表示）となり（２２２－２）（図４（ｊ））、その隣（
右側）に下位階層メニューとして選択可能な楽曲リストの楽曲選択画面が表示される（図
４（ｋ））。この楽曲選択画面に表示される楽曲リストは、ドライブソング２２２－２に
含まれる楽曲である。楽曲リストでは、楽曲名とアーティスト名が対応付けられて表示さ
れる（図４（ｋ））。そして、例えば、楽曲名「Ｒｏｍａｎｃｅ」ボタンと歌手名「ＲＲ
」ボタンを押圧し、その押圧状態を解除すると、楽曲名「Ｒｏｍａｎｃｅ」に対応する音
楽データが再生され、表示部１３０に再生中の音楽データが有する楽曲情報に関連する静
止画像又は動画像が表示される（図４（ｌ））。
【００５２】
　なお、本実施形態では、メニュー項目（操作ボタン）に対して押圧し、この押圧状態を
解除することで、選択したり、その選択を確定して機能を実行したりする構成を記載した
が、これに限定されず、メニューを押圧し、その押圧状態を維持したまま表示部１３０の
中央方向にスライドさせることによって、下位階層のメニュー（選択操作ボタン）を表示
させる構成であってもよい。このような構成は、各メニューが階層構造を有している場合
に、直感的に操作できるＵＩとして有効である。例えば、上位階層から下位階層に遷移す
る場合には、メニューを広げる方向にスライド操作し、下位階層から上位階層に戻るよう
に遷移する場合には、メニューを閉じる方向にスライド操作すると言った操作となる。
【００５３】
　次に、通常動作状態における操作ボタンの表示処理について説明する。図５は、通常動
作状態における操作ボタンの表示処理を示す処理の１つで、表示装置の電源をＯＮとした
後の表示画面を生成する処理の一例を示すフローチャートである。尚、この処理はＡＶ系
の操作ボタンに関する処理で、同様の操作ボタン表示を行なう系統の機能については同様
に行なわれる。
【００５４】
　尚、この処理は、制御部１００の内部メモリ等に予め記憶されたプログラムにしたがっ
て、制御部１００により、車載装置１０の各種構成要素及び各種回路を用いて、表示装置
の電源ＯＮ時、また装置の接続状態に変化があった場合（接続状態を常時監視し、その変
化で割り込みをかける）に実行される。
【００５５】
　最初に、制御部１００は、接続されているソースの検出を行う（Ｓ３０１）。例えば、
メモリオーディオ等は着脱可能なため、接続されているかどうか判断して、後の制御に反
映させる。実行可能なソースを検出する一例としては、各装置に装置種別のデータを送信
する指令を行い、返信されてきたデータに基づき接続装置を判断する。尚、予め所定の通
信規格に従った通信モジュールを各装置が備えておく必要がある。ここで、ソースとして
は、ラジオ（ＡＭ，ＦＭ）、ＴＶ，ＣＤ／ＭＤ，ＤＶＤ，メモリオーディオ、ナビゲーシ
ョンおよびダウンロードしたアプリケーションなどがあるが、一体化されて分離できない
ソースについてはこの処理を省略できる。なお、メモリオーディオは、例えばＵＳＢケー
ブルにより接続される。
【００５６】
　次に、その検出結果に基づいて、図７の表示設定メモリに記憶するソース画面データを
生成し記憶する（Ｓ３０２）。これらの必要なデータ（画像データ等）は、予め表示装置
のメモリに記憶されているか、あるいはダウンロードアプリケーションソフトについては
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ダウンロードしたソフトに含まれるデータ、例えば画像データ等に基づき生成する。
【００５７】
　次に、ＡＶ系のラストモードに対応するソースがあるかどうか判断し、あればステップ
Ｓ３０４に移行し、無ければステップＳ３０５に移行する。これは、メモリオーディオの
着脱可能なソースはラストモードに該当するソースであっても接続されていない可能性が
あるための処理である。そして、ステップＳ３０４ではラストモードに該当するソースに
該当する画面を形成する、つまりラストモードに該当するソース（例えば「ＦＭ」）の操
作ボタンを生成し、表示される状態として処理を終える。また、ステップＳ３０５では、
新しく接続されたソースがあるか判断し、あればステップＳ３０６に移行し、無ければス
テップＳ３０７に移行する。これは、新しく接続されたソースはユーザが選択する可能性
が高いと考えられる為、操作ボタンを優先表示するための処理である。
【００５８】
　そして、ステップＳ３０６では新しく接続されたソースに該当する画面を形成する、つ
まり新しく接続されたソース（例えば「ＦＭ」）の操作ボタンを生成し、表示される状態
として処理を終える。また、ステップＳ３０７では、デフォルトに設定されているソース
に該当する画面を形成する、つまり予め設定されているソース（例えば「ＦＭ」）の操作
ボタンを生成し、表示される状態として処理を終える。
【００５９】
　次に、ソース選択操作処理について説明する。図６はソース選択操作処理を示すフロー
チャートで、ＡＶ系のソース選択操作領域の操作ボタンが押圧操作された時に、制御部１
００により実行される。
【００６０】
　まず、ＡＶ系のソース選択操作領域の操作ボタン、例えば「ＦＭ」ボタン２０３が押圧
されると、押圧した操作ボタン（「ＦＭ」ボタン２０３）の表示色を反転（アクティブ化
）し、またその右隣に上位階層の操作ボタンである「ソース」ボタンも表示する。次に、
押圧操作ボタン位置で押圧を解除したか、「ソース」ボタン位置で押圧を解除したかを判
断し、押圧操作ボタン位置であればステップＳ４０３に移り、「ソース」ボタン位置であ
ればステップＳ４０４に移る。尚、この際、押圧位置が「ソース」ボタン位置に移動する
と「ソース」ボタンがアクティブ状態となる。つまり、押圧位置にある操作ボタンがアク
ティブ状態となる。ステップＳ４０３では、操作画面を押圧操作ボタンに対応するソース
のラストモードにおける操作画面として、ステップＳ４０７に移行する。
【００６１】
　またステップＳ４０４では、ソースリストを表示し、ソース選択操作を待つ（ステップ
Ｓ４０４，Ｓ４０５）。そして、選択されたソース（例えばＭＡＵ）におけるラストモー
ドの操作画面を表示すると共に、ラストモードでそのソースを再生状態とする（Ｓ４０６
）。次に、新しく選択される前のソースに関して最後（選択前直前）の状態（表示状態，
再生状態等）を記憶する（Ｓ４０７）。そして、ソース選択画面の離脱条件の成立を待ち
、例えば操作の無い状態が所定時間継続する、離脱を伴う操作が行なわれた（例えば他操
作ボタン、例えば現在地ボタン操作）等の状態を検知する、等の条件が成立すれば、ステ
ップＳ４０９に移る。そして、復帰画面、即ち通常画面の生成を行い、当該生成した通常
画面を表示し、処理を終える。尚、通常画面においては、再生状態にあるソースの操作ボ
タンがソース選択操作領域に表示するよう処理を行なう。
【００６２】
　これまでは、表示画面の左端にメニュー２００が表示され、下位階層メニュー（図２（
ｂ）の２０１等）、メモリオーディオ２０４のコンテンツ等が左端から順次表示されると
説明した。
　しかしながら、メニュー２００の表示は表示画面の右端とし、下位階層メニュー（図２
（ｂ）の２０１等）、メモリオーディオ２０４のコンテンツ等を右端から順次表示するよ
うにしてもよい。この場合には、ショートカット登録領域５０１は、左端に表示される。
【００６３】
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　さらに、メニュー２００の表示を表示画面の上端又は、下端とし、他の表示を適宜、順
次下方向に（プルダウンメニューのように）又は、順次上方向に（プルアップメニューの
ように）表示してもよい。その場合には、ショートカット登録領域５０１は、メニュー２
００の表示される端と反対の端に表示される。
【００６４】
［ロータリースイッチによる操作］
　表示部１３０における表示画面に表示されたメニュー項目の選択は、ハンドル９３０（
図８）の近傍又は表示部１３０の近傍に配置されたロータリースイッチ（ＲＳ）を用いて
選択することもできる。まず、ロータリースイッチ（ＲＳ）の基本的操作について説明す
る。なお、ロータリースイッチ（ＲＳ）は、以下に説明する操作に限定されない。
　図２（ｄ）、図３（ｅ）、（ｇ）、（ｈ）、図４（ｉ）の各図を参照して、ロータリー
スイッチの操作による表示画面の遷移について説明する。
【００６５】
　ロータリースイッチの一例を図８に示す。ロータリースイッチ（ＲＳ）９００は操作部
が樹脂等で形成され、押圧方向への変移操作と、押圧方向に垂直な平面に対する傾動操作
が可能で、バネ等の弾性部材により操作前の初期位置への復帰力が付されている。また、
操作部の中央下部と、図示上下左右の外周端部付近の下部には押圧スイッチが配置されて
おり、それらスイッチの接点状態、およびその設定状態の変化状態（変化の順番）により
操作部の押圧操作、傾動操作（ＯＮ状態となるスイッチの組み合わせにより８方向、つま
り１つのスイッチだけがＯＮだとその方向の傾動操作、２つのスイッチがＯＮだとその間
の方向の傾動操作）、また回転操作（回転状に押圧操作位置を変移させる操作で、ＯＮと
なるスイッチ位置の順で回転操作されたことを検知）を検知できるようになっている。
【００６６】
　ロータリースイッチ（ＲＳ）９００を上下左右の４方向のいずれかの矢印方向９０２に
倒す（押す）と、倒した方向のメニュー項目（操作ボタン）へ、選択状態が移動する。ま
た、時計回りの方向（右回転）９０４にロータリースイッチ（ＲＳ）を、倒し（押し）つ
つ回転すると、選択メニュー項目がリスト内で順次下に移動し、反時計回りの方向（左回
転）９０５にロータリースイッチ（ＲＳ）を、倒し（押し）つつ回転すると、選択メニュ
ー項目がリスト内で順次上に移動する。さらに、ロータリースイッチ（ＲＳ）の中心部９
０３を押下げると、選択状態のメニュー項目の選択が決定され、確定されたメニュー項目
に対応する動作が実行され、また対応する表示画面が表示される。また、ナビゲーション
における地図操作画面においては、傾動操作の８方向への地図スクロール動作がなされる
。
【００６７】
　さらに、垂直方向への押圧を検出するスイッチ９０６におけるＯＮ状態の継続時間に基
づき、操作部の短押しと長押しを検出でき、この違いにより動作内容を異ならせることが
できる。例えば、短押しにより、選択状態にある操作ボタンの選択を確定する動作を行い
、長押しにより、ロータリースイッチ（ＲＳ）の操作対象となるメニュー（操作ボタンの
領域）を順次変える、例えば左側のメニューと中央の地図と右側のショートカット間で順
次ロータリースイッチ（ＲＳ）、操作部の傾動操作の対象を切り替えると言った動作を行
なう。
【００６８】
　次に、タッチパネル操作とロータリースイッチ操作の対応関係について説明する。タッ
チパネル操作は、指でタッチパネルを押圧することで、その押圧位置に応じた動作の選択
状態となり、その押圧を解除することによりその選択状態が確定され対応する動作が行な
われることになる。例えば、操作ボタン部分を押圧するとその操作ボタンに該当する動作
が行なわれ、地図画面上（操作ボタンに該当する部分以外）を押圧するとその位置を中心
とした地図表示となるように地図をスクロールする動作が行なわれると言うものである。
【００６９】
　これに対して、本実施例におけるロータリースイッチにおける基本的動作は、ロータリ
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ースイッチの上下左右方向への傾動操作で表示されている操作ボタン間での移動が行なわ
れて操作ボタンの選択状態となり、垂直方向への押圧操作でその操作が確定されて該当す
る動作が実行されることになる。尚、操作ボタンの表示されていない画面におけるロータ
リースイッチの上下左右方向への傾動操作では、当該画面、例えば地図の傾動操作方向に
対応したスクロール動作が行なわれる。また、ロータリースイッチの回転操作でメニュー
項目リスト内におけるメニュー項目の選択変更（表示順に切り替わる・変更方向は回転方
向に対応）が行なわれる。
【００７０】
　次に具体的操作例をあげて、表示画面のメニューを、ロータリースイッチ（ＲＳ）を用
いて選択した場合における、メニューの選択手順について説明する。
　まず、左端のメニューバーからソースとして「ＭＡＵ」を選択する手順について、図２
，３，４を参照して説明する。
【００７１】
　ナビゲーション装置の電源をＯＮ（自動車のイグニッションスイッチＯＮ）にして表示
される初期画面には、ナビゲーション画面が表示されており、左端のメニューには、「目
的地」、「ＭＡＵ」、「車両」、「情報・Ｇ」、「電話」、「設定・編集」のボタン（メ
ニュー項目）が表示されている。そして、初期状態として「現在地」が選択状態となって
おり、表示色が反転している。ロータリースイッチ（ＲＳ）を右に回転すると、左端のメ
ニューの「目的地」、「ＭＡＵ」、「車両」、「情報・Ｇ」、「電話」、「設定・編集」
ボタンの順位、順次選択状態が変移し、その表示色が反転する。尚、ロータリースイッチ
（ＲＳ）を左に回転すると上方向に順次選択状態が変移する。尚、選択された項目が最下
端の場合はロータリースイッチ（ＲＳ）を右に回転しても選択状態は変わらず、また最上
端の場合は左に回転しても選択状態は変わらない。
【００７２】
　「ＭＡＵ」ボタン２０４が選択された状態（図２（ｆ）参照）において、確定操作（ロ
ータリースイッチ（ＲＳ）の押圧操作）が行なわれると、「ＭＡＵ」ボタン２０４の右に
「ソース」ボタン２０１が表示される（図３（ｇ）参照）。この状態で、ロータリースイ
ッチ（ＲＳ）を右に傾動すると、「ソース」ボタン２０１－２が選択された状態となり、
その表示色が反転表示される（図３（ｈ）参照）。
【００７３】
　「ソース」ボタン２０１－２の選択状態で、ロータリースイッチ（ＲＳ）の押圧操作（
確定操作）をすると、左端のメニューの「ＭＡＵ」ボタン２０４の位置（ＡＶ系操作ボタ
ン領域）に「ソース」ボタン２０１が表示され、「ソース」ボタン２０１の右側に、ソー
スのリスト例えば、「ＡＭ」ボタン２０２、「ＦＭ」ボタン２０３、「ＭＡＵ」ボタン２
０４及び「ＴＶ」ボタン２０５が上下方向に並んで表示され、一番上に表示される「ＡＭ
」ボタン２０２－２が、選択された状態に表示される（図２（ｄ）参照）。
【００７４】
　そして、この状態で、ロータリースイッチ（ＲＳ）を右に回転すると、メニューバーの
「ＦＭ」２０３、「ＭＡＵ」２０４、「ＴＶ」２０５の順に順次、選択状態が移行し、選
択状態のボタンが表示色を反転して表示される。尚、ロータリースイッチ（ＲＳ）を左に
回転すると、選択状態が上方向に順次移行する。
【００７５】
　ソースリストに表示された「ＭＡＵ」２０４－２が選択された状態（図３（ｅ）参照）
で、ロータリースイッチ（ＲＳ）を押圧する（確定操作）と、「ＭＡＵ」２０４－２の選
択操作が確定し、メモリオーディオがラストモードで再生状態となる。さらに、表示画面
上にはメモリオーディオの選曲操作画面がラストモード（最新の選曲操作状態）で表示さ
れる（図４（ｉ）参照）。即ち、左端には、上から下に、例えば、「プレイリスト」ボタ
ン、「アーティスト」ボタン、「アルバム」ボタン、「曲」ボタン等の操作ボタンが表示
され、最新の選曲状態である「プレイリスト」ボタンが選択状態（表示色反転状態）とな
って表示される。また「プレイリスト」の下位階層として「プレイリスト」等メニューの
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右側に例えば、「ドライブソング」ボタン等からなるプレイリストのリスト（操作ボタン
群）が表示される（図４（ｉ）参照）。
【００７６】
　この状態で、ロータリースイッチ（ＲＳ）による確定操作を行なうと「ドライブソング
」ボタン操作が確定され、プレイリスト「ドライブソング」に登録された楽曲がラストモ
ードで再生される。また、「ドライブソング」２２２－２ボタンの右側にプレイリスト「
ドライブソング」に登録された楽曲のリスト（ボタン）が表示され、「ドライブソング」
再生に関するラストモードの楽曲に対応する操作ボタンが選択状態となっている。そして
、ロータリースイッチ（ＲＳ）の回転操作により、上述の操作と同様、選択状態が上下方
向に移行し、確定操作により選択状態にある楽曲ボタンの操作が確定され、当該楽曲が再
生されることになる。例えば、「Ｒｏｍａｎｃｅ」ボタンを選択した状態で、ロータリー
スイッチ（ＲＳ）を押圧操作する（確定する）と、楽曲「Ｒｏｍａｎｃｅ」の演奏が開始
される。
【００７７】
　ここで、楽曲（「Ｒｏｍａｎｃｅ」）を選択した状態で、ロータリースイッチ（ＲＳ）
を左側に傾動操作すると、「ドライブソング」ボタンに選択状態が移行し、「ドライブソ
ング」ボタンが表示色反転表示される（図４（ｊ）参照）。
　また、「プレイリスト」ボタン２１１－２が選択され、表示された状態（図４（ｉ））
で、ロータリースイッチ（ＲＳ）を左側に傾動操作すると、上位リスト、つまりソースリ
ストの表示となり、当該表示のラストモード、つまり「ＭＡＵ」ボタン２０４－２が選択
された状態（図３（ｅ）参照）となる。
【００７８】
　これまで、タッチパネル、ロータリースイッチを用いて階層構造の上位階層、下位階層
のメニュー（リスト）からメニュー項目（操作ボタン）を選択する操作について説明した
が、このような操作は、メニュー項目の選択、リスト内での上下の順次選択等の操作が実
質的に可能であれば、マウス、音声等、他の入力装置を利用しても実現可能である。
【００７９】
　次に、画面右側のショートカット登録領域にショートカットアイコンを登録する登録方
法について説明する。具体的な実施例として、空アイコンを用いたショートカットアイコ
ン登録方法、登録操作アイコンを用いたショートカットアイコン登録方法、及びドラッグ
アンドドロップによるショートカットアイコン登録方法について、図９から図１４を参照
して順次説明する。
【００８０】
［空アイコンを用いるショートカットアイコン登録方法］
　空アイコンを用いたショートカットアイコン登録方法について、図９から図１１を参照
して説明する。
【００８１】
　表示画面は、メニュー５０２、表示領域５００及びショートカット登録領域５０１を含
む。そして、画面の左端には、ソースを含めたメニュー５０２が表示され、画面中央の表
示領域５００には、楽曲や映像に関する表示や、ナビゲーションの地図表示等が行われ、
画面の右端のショートカット登録領域５０１には、ショートカットアイコン（ボタン）が
表示される。
【００８２】
　ショートカットアイコンには装置の動作状態が登録されていない空アイコン５１３、５
１４と、動作状態が登録されている（コンテンツ（楽曲、動画等）の再生の実行等）実ア
イコン５１１、５１２があり、それぞれ異なった表示形態でショートカット登録領域５０
１に表示されている。尚、これ以降、動作状態が登録されているアイコンを実アイコンと
称し、登録されていないアイコンを空アイコンと称する。
【００８３】
　実アイコンを押圧操作すると、当該アイコンに登録されている装置状態となるように処
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理が実行され、例えばあるコンテンツ（楽曲、動画等）の再生状態が登録されていると当
該楽器が再生される。一方、空アイコンが押圧操作されたら、操作時点の装置状態、例え
ばコンテンツ（楽曲、動画等）の再生状態が、このアイコンに登録される。尚、装置状態
の詳細さは、適宜設計時に設定すれば良く、例えば楽曲の再生状態であれば楽曲名を最小
単位（この場合、実アイコンの操作で該当楽曲の曲頭から再生される）で、あるいは再生
位置（時間）単位（この場合、実アイコンの操作で該当楽曲の該当位置から再生される）
等を適宜設定すれば良い。
【００８４】
　そして、実アイコンには、登録された装置状態、例えばコンテンツと関連する画像（例
えば、楽曲再生登録の場合、楽曲のアルバムジャケットの縮小画像やアーティストの顔写
真など）やコンテンツのタイトル、アーティスト名等がアイコン内に、又はその近傍に表
示される。例えば、図９（ａ）のアイコン５１１と５１２には、アイコンの下にそれぞれ
、「ＡＡＡ」、「ＢＢＢ」といったようなコンテンツのタイトル、アーティスト名が表示
されている。
【００８５】
　また、空アイコンには、アイコン内に空アイコンを連想させる表示、例えば白抜きの三
角矢印の表示を行うことで、ショートカット登録されていないことをユーザに認知させて
いる。なお、ショートカット登録されていないことを示すマークは白抜きの三角矢印に限
定されず、「未」という文字を表示させてもよいし、灰色で塗りつぶして表現してもよい
。
【００８６】
　ショートカット登録できるアイコンの上限数を、例えば、１２とし、１画面に４つのア
イコンを表示可能と設計した場合、８個のアイコンの表示ができない。この場合、３つの
画面に分割表示してページ切替ボタンを設ける、あるいはスクロール操作ボタンを設けて
スクロール操作により表示するボタンを順次移動させる等の対策が必要となる。この場合
、表示アイコンの位置を、例えば、ショートカット登録領域５０１内に表示中のアイコン
のページや相対位置関係を表すインジケーター５２０を表示することによって認知できる
ようにするのが好ましい。なお、図９（ａ）以外の図面においては、インジケーター５２
０の記載は省略している。
【００８７】
　次に図１４を参照して、アイコンに対応付けて装置状態を登録する方法について説明す
る。登録方法には、装置の状態を記憶し、そのデータに基づき装置の動作状態を再現する
方法と、最上位階層の操作画面からの操作手順を記憶し、そのデータに基づき装置の動作
状態を再現する方法等がある。ここでは、後者について具体例で説明する。後者の方法は
、例えばメモリオーディオに収録された楽曲等の中の「プレイリスト」を選択し、更にそ
の下位の項目の「ドライブソング」を選択し、更にその下位の項目の「Ｒｏｍａｎｃｅ」
を選択して楽曲を再生している状態をショートカット登録する場合、「ＡＶ系操作の選択
」，「メモリオーディオの選択操作」、「プレイリストの選択操作」，「ドライブソング
の選択操作」、「Ｒｏｍａｎｃｅの選択操作」の操作手順を記憶する。そして、再現時に
は、「ＡＶ系操作の選択」，「メモリオーディオの選択操作」、「プレイリストの選択操
作」，「ドライブソングの選択操作」、「Ｒｏｍａｎｃｅの選択操作」の操作手順をメモ
リから読み出し、その手順で操作があったものとして対応する処理を行なうものである。
【００８８】
　ここで、実アイコンが登録アイコンの上限数１２個の場合、新たなショートカット登録
ができない。新たなショートカット登録を行うためには、いずれかの実アイコンの登録状
態を解除し、空アイコンを作成する。次にこの空アイコンの作成方法等について説明する
。
【００８９】
　先ず、動作・操作の概要について説明する。アイコンを、ショートカット登録を解除す
る場合、該当する実アイコンを、例えば所定時間（例えば、２～３秒）連続して押下（長
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押し）する。すると、そのアイコンはショートカット登録を解除できる状態となり、また
アイコンがショートカット登録を解除できる状態にあることを示す表示が行われる（例え
ば、対応する実アイコンに「◎」の表示が行われる）（図９（ｃ）参照）。
【００９０】
　この処理では、アイコンをショートカット登録を解除できる状態としてから、表示領域
５００上にドラッグしないと登録を解除できないので、ショートカット操作時（装置動作
の再現）における操作ミス等によって、不意にショートカット登録が解除されるといった
ことを防止できる。
【００９１】
　この状態で、この実アイコンを、ショートカット登録領域５０１から、表示領域５００
上にドラッグする（図１０（ｄ）参照）。すると、アイコンのショートカット登録が解除
される（図１０（ｅ）参照）。尚、ショートカット登録が解除されたアイコンは空アイコ
ンの表示画像に変更される（図１０（ｅ）参照）。
【００９２】
　このとき、表示領域５００は、登録解除を印象付ける、例えばゴミ箱を意味する映像が
表示される（図１０（ｅ）参照）。そして、その所定時間（１～２秒）の後、映像表示部
分は、例えばナビゲーション用の地図画像が表示される（図１０（ｆ）参照）等、ショー
トカット登録解除操作前の表示に復帰する。
【００９３】
　なお、アイコンの押圧時間が短ければ、このアイコンにショートカット登録されている
、例えばコンテンツ（楽曲、動画等）の再生等、対応する装置状態が再現される。
【００９４】
　次に、図１１のフローチャートを参照して、ショートカット処理について説明する。こ
のショートカット処理は、ショートカットアイコンの押圧操作（押圧操作検知による割り
込み処理）により実行される。
【００９５】
　まず、操作されたアイコンが実アイコンか空アイコンかを判断し（ステップＳ６０１）
、実アイコンであればステップＳ６０２に移り、空アイコンであればステップＳ６１０に
移る。次にステップＳ６０２では、操作された実アイコンに対応する操作時間（押圧解除
までの時間を計測）が所定時間より（例えば３秒程度）長いかどうか判断し、長ければス
テップＳ６２０に移行し、短ければステップＳ６０３に移行する。ステップＳ６０３では
、操作された実アイコンに対応する装置状態データをメモリから読み出し、当該メモリか
ら読み出した装置状態となるように装置の動作状態制御を行って（ステップＳ６０４）、
処理を終える。
【００９６】
　またステップＳ６１０では、装置の動作状態（アイコン操作時点）、例えば再生中のソ
ース名、楽曲名等を読み取り、操作された空アイコンに対応するメモリに記録し処理を終
える。その際に、装置に動作状態を表す画像、例えば表示領域５００に表示されているコ
ンテンツ（楽曲、動画等）に関連する画像や写真、文字、例えば、楽曲のアルバムジャケ
ットの縮小画像やアーティストの顔写真、コンテンツのタイトル、アーティスト名等に基
づきアイコンの表示サイズに納まるような画像を生成し、アイコン画像として表示する（
アイコン表示画像データとして記憶する）。
【００９７】
　ステップＳ６２０では、該当する実アイコンに対してショートカット登録を解除できる
状態であることを示す表示を行なう。次に、当該実アイコンの表示領域５００上へのドラ
ッグ操作の有無を判断し（ステップＳ６２１）、ドラッグ操作がなされればステップＳ６
２１に移行する。ドラッグ操作無の場合、このステップＳ６２１の処理は制限時間（例え
ば１０秒間）繰り返し行なわれ（ステップＳ６３０）、この制限時間を経過すると実アイ
コン押圧操作前の操作状態に復帰する処理（ステップＳ６３１）を実行して処理を終える
。
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【００９８】
　ステップＳ６２２では、当該実アイコンに対応する装置の動作状態の記憶を消去すると
共に、当該アイコンの表示画像を空アイコンの画像に書き換える。そして、実アイコン押
圧操作前の操作状態に復帰する処理（ステップＳ６３１）を実行して処理を終える。
　これにより、実アイコンを選択操作すれば実アイコンに対して登録された装置状態が再
現され、空アイコンを選択操作すれば空アイコンに対してその時点の装置状態が登録され
る。また、実アイコンには、アイコン操作時の再現動作に関連する画像が表示されるので
、選択する際の目安となると共に、登録操作時には空アイコン５１４へのショートカット
登録が完了したことが認識できる。
　また、空アイコンの一押しでショートカット登録できるため、ショートカット設定登録
用の画面を表示させてショートカット登録する必要がなく、ユーザにとって使いやすいＵ
Ｉを提供できる。
【００９９】
［登録操作アイコンを用いるショートカットアイコン登録方法］
　次に別のショートカットアイコン登録方法、具体的には登録アイコン（＋）を用いたシ
ョートカットアイコン登録方法について、図１２、図１３を参照して説明する。
【０１００】
　この方法は、ショートカット登録時に専用のショートカット登録操作アイコン７０４を
操作する点で、上述の登録方法と異なる。以下、上述の登録方法と異なる点について説明
する。
【０１０１】
　ショートカット登録操作アイコン７０４はショートカット登録領域内の最下部に表示さ
れており、表示アイコンをページ送り操作、スクロール操作により非表示状態あるアイコ
ンに切り替えた場合にも、登録操作アイコン７０４はショートカット登録領域内の最下部
に表示され、移動しない。
【０１０２】
　ここで、空アイコンにショートカット登録する場合、先ず登録操作アイコン７０４を押
圧操作する。この後、空アイコンを押圧操作すると、その時点の装置動作状態が、当該空
アイコンに対応付けられて記憶され、対応するアイコン用画像が当該アイコンに表示され
る。また、実アイコンを押圧操作すると、当該実アイコンに対応する装置動作状態の記憶
内容が消去され、その時点の装置動作状態が新たに当該実アイコンに対応付けられて記憶
され、対応するアイコン用画像が当該アイコンに表示される。例えば、再生中のコンテン
ツ（楽曲、動画等）が、このアイコンに対してショートカット登録され、ジャケット写真
等の画像がその大きさ等が適度に調整されてアイコンに表示される。また、登録操作アイ
コン７０４の操作がなされた場合、空アイコンの有無（数）を表示し、登録するアイコン
の選択の参考となるようにしている。
【０１０３】
　次に、図１３のフローチャートを参照して、上述の動作を実現するショートカット処理
について説明する。このショートカット処理は、登録操作アイコン７０４の押圧操作（押
圧操作検知による割り込み処理）により実行される。
　まず、実アイコンあるいは空アイコンの操作が有無を判断し（ステップＳ７０１）、操
作があればステップＳ７０２に移行する。実アイコンあるいは空アイコンの操作無の場合
、このステップＳ７０１の処理は制限時間（例えば１０秒間）繰り返し行なわれ（ステッ
プＳ７３０）、この制限時間を経過すると実アイコンあるいは空アイコン押圧操作前の操
作状態に復帰する処理（ステップＳ７３１）を実行して処理を終える。
【０１０４】
　ステップＳ７０１では、装置の動作状態（アイコン操作時点）、例えば再生中のソース
名、楽曲名等を読み取り、操作された空アイコンあるいは実アイコンに対応するメモリに
記録し（実アイコンの場合、書き換えとなる）、処理を終える。その際に、装置に動作状
態を表す画像、例えば表示領域５００に表示されているコンテンツ（楽曲、動画等）に関
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連する画像や写真、文字、例えば、楽曲のアルバムジャケットの縮小画像やアーティスト
の顔写真、コンテンツのタイトル、アーティスト名等に基づきアイコンの表示サイズに納
まるような画像を生成し、アイコン画像として表示する（アイコン表示画像データとして
記憶する）。次に、実アイコンあるいは空アイコン押圧操作前の操作状態に復帰する処理
（ステップＳ７３１）を実行して処理を終える。
【０１０５】
　これにより、登録操作アイコン７０４の押圧操作後に、実アイコンあるいは空アイコン
の操作を行なうと言う分かり易い操作で、アイコンに対するショートカット登録を行なう
ことができる。
【０１０６】
　尚、実アイコンに対するショートカット登録を禁止することも可能で、これは実アイコ
ンに対するショートカット登録操作がなされた場合に処理を停止し、登録禁止である旨を
表示することにより実現できる。尚、１２の空ボタンの全てにショートカット登録がなさ
れていると、登録操作ボタンに新たにショートカット登録ができず、新たにショートカッ
ト登録を行なうためには、いずれかの実アイコンのショートカットの登録を削除すること
が必要である。この場合の対象方法として次のようなショートカット登録削除方法がある
。
【０１０７】
　先ず、全ての空ボタンにショートカットが登録されており、新たにショートカットを登
録できない場合に、登録操作アイコン７０４の押圧操作を検出すると、全実アイコンを削
除可能状態（削除実行領域へのドラッグ操作を有効とする）とし、その旨を示す表示（例
えば、◎）を実アイコンに表示する。そして、削除可能状態にある実アイコンの削除実行
領域へのドラッグを検出して、当該実アイコンに対して記憶された装置状態データを削除
すると共に、空アイコンの表示状態とする。
　これにより、登録操作アイコン７０４の押圧操作時に空アイコンが存在しなければ、削
除操作可能な実アイコンに削除可能の表示がなされ、ユーザはそれを確認した容易に空ア
イコンを作成することができる。
【０１０８】
　また、他方法として、実アイコンを長押しすることにより、削除可能状態として、その
後の削除実行領域へのドラッグ操作で空アイコンにする方法等も可能である。
【０１０９】
［ドラッグアンドドロップによるショートカットアイコン登録方法］
　次にさらに他のショートカットアイコン登録方法としてドラッグアンドドロップによる
ショートカットアイコン登録方法について、図４（ｋ）を参照して説明する。以下、上述
の登録方法と異なる点について説明する。
【０１１０】
　この方法では、ショートカット登録領域５０１には、実アイコンしか表示されない（空
アイコン自体存在しない）。そして、登録は、表示領域５００の操作ボタン領域以外の領
域を押圧操作し、そのままショートカット登録領域５０１までドラッグ操作することによ
り、ショートカット登録がなされる。例えば、図４（ｋ）の例では、「ドライブソング」
２２２に含まれている「Ｒｏｍａｎｃｅ」の楽曲が再生されており、その楽曲情報や関連
画像が表示領域５００に表示されている。
【０１１１】
　この状態で、表示領域５００における「Ｒｏｍａｎｃｅ」の楽曲情報や関連画部分（操
作ボタン領域で無い）をショートカット登録領域５０１までドラッグすることにより、「
Ｒｏｍａｎｃｅ」の再生動作を実現するショートカット登録がなされ、ショートカット登
録領域５０１に「Ｒｏｍａｎｃｅ」の再生動作を選択操作する実アイコンが表示される。
尚、実アイコンの登録数に上限を設ける場合は、例えばショートカット登録のためのドラ
ッグ操作が行なわれた際に登録不可の旨を示す表示を行なう。また、実アイコンの削除に
ついては、上述の削除方法等を適用することができる。
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【符号の説明】
【０１１２】
　１００　　制御部
　１０１　　ＣＤ／ＭＤ再生部
　１０２　　ラジオ受信部
　１０３　　ＴＶ受信部
　１０４　　ＤＶＤ再生部
　１０５　　ＨＤ再生部
　１０６　　ナビゲーション部
　１０７　　分配回路
　１０８　　画像調整回路
　１１０　　音声調整回路
　１１１　　画像出力部
　１１５　　操作部
　１１８　　メモリ
　１１９　　外部音声／映像入力部
　１２０　　カメラ
　１３０　　表示部
　１４０　　スピーカ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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